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研究成果の概要（和文）：認知症のタイムシフト現象の実態とその関連要因を明らかにし、支援方法を確立する
ことを目的として研究を行った。家族介護者への調査の結果、他のタイプの認知症よりもアルツハイマー型認知
症でタイムシフトすることが多く、要介護度が高い人ほどタイムシフトしやすく、さらに若年の人ほどタイムシ
フトしやすいという結果が得られた。またタイムシフトへの効果的な対応方法とされているTherapeutic lying
（治療のための嘘）の調査から、認知症の人に嘘をついたことがあると回答した人が89.2％、それによりうまく
いくことがあると回答した人が94.1％、問題が起こることがあると回答した人が32.6％であった。

研究成果の概要（英文）：This study surveys family caregivers to examine the prevalence of 
time-shifting among community-dwelling individuals with dementia and its associated factors. Of the 
family caregivers, 47.1% identified time-shifting in the person with dementia that they cared for. 
Among these, 27.6% reported that the person with dementia time-shifted on a ‘daily basis’. The 
multivariate logistic regression analysis showed that AD involved more time-shifting than other 
types of dementia. Those who required higher levels of care were more likely to shift over time. 
Furthermore, the results surprisingly suggested that younger age groups were more likely to shift 
over time. The survey of the therapeutic lying, which is considered an effective way to deal with 
time-shifting, revealed that 89.2% of caregivers had lied to a person with dementia. Among these, 
94.1% reported that it sometimes worked, and 32.6% reported that it sometimes caused problems. 

研究分野：介護福祉学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、認知症ケアの大きな課題の1つであるBPSDの予防につながる点で意義が大きいと考えられる。
またタイムシフトを起こした認知症の人は、現実の危機認識も低下しており、緊急時に自分からは避難行動を起
こさない可能性が指摘されてきた。そのため、タイムシフトしやすい人の特定や、避難誘導時における適切な働
きかけや対応、つまり治療のための嘘を用いた支援方法の解明は、認知症の人と介護者の緊急時・災害時の安全
にもつながる点において大きな意義を持つと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
かなり昔に既に退職をして、介護施設に入居している認知症の高齢男性が「会社に行ってきま

す」と言って施設を出ていこうとしたら、どう対応すべきだろうか。このように認知症の人が古
い過去の記憶の中で生きているような認識を持っており、現実とは違う世界にいるような状態
は「タイムシフト（Time-shifting）」現象と呼ばれる（James & Jackman, 2017）。わが国にお
いては、東日本大震災時における認知症高齢者の行動についての調査で、認知症が進行してくる
と、通常なら恐怖を感じるほどの災害時にも恐怖反応を示すことがなく、平然としており、自ら
避難しようとしないことが示されている（岩田, 2011; Noguchi & Fujioka, 2017）。これは現実
の危機認識を失っている状態と考えられ、タイムシフト現象とも深く関連していることが考え
られる。 
認知症ケアの現場で、上記のようなタイムシフト現象に出くわすことは決して珍しくない。実

際にタイムシフト現象について介護職員に調査を行った結果では、98%の介護職員が認知症の人
のタイムシフト現象を見たことがあると回答している（Gibbons et al., 2018）。 

またタイムシフトした人への対応としては、介護者が真実（上記の例で言えば、数十年前に既
に退職をしていること）を伝えようとしても、認知症の人は自分の認識が現実であると強く確信
しているため納得してもらえず、むしろ介護者に対する不信感をつのらせ、興奮や暴言・暴力と
いった認知症の行動・心理症状（Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia: BPSD）
につながることも多い。このようなタイムシフトした人に対する対応法を確立することで、日常
の誘導や介助をより円滑に行えるようになるのはもちろんのこと、危険な場所への立ち入りを
無理なく制止したり、避難誘導時などの支援に役立てられる可能性が考えらえた。しかし、これ
までの研究では、どのような人がタイムシフトしやすいのかといった関連要因や、そのような人
への適切な支援方法も明らかになっていなかった。 
 
２．研究の目的 

上記のような課題を受けて本研究では、認知症の人のタイムシフト現象の実態やその関連要
因を明らかにし、さらに支援方法を確立することを目的として、以下の（１）～（４）の研究を
行った。 

 
（１）タイムシフトしている人への支援方法の確立という観点から、現在の本邦においてその潜
在的な価値が期待されている一方で、課題がとりあげられることもある外国人介護士（外国人介
護人材）による認知症ケアに関して文献的な研究を行った。より具体的には、外国人介護士がも
つ①認知症に対する考え方（認識、イメージ）や、②ケア方法の特徴、③ニーズ（課題や必要な
こと）を明らかにするために、国内外の実証的な研究を系統的に調査することを目的とした。 
 
（２）当時の状況から、COVID-19 パンデミック下における BPSD の発生状況や、治療・対応
方法を明らかにするために、コロナ禍で公表された BPSD に関するシステマティック・レビュ
ーを系統的に調査した。 
 
（３）これまでのタイムシフト現象に関する調査は、その多くが介護施設職員に対して行われ、
タイムシフトの有症率などを明らかにするにとどまっていた。そのため、わが国の家族介護者を
対象とした調査を実施し、在宅の認知症の人におけるタイムシフトの有症率とその関連要因に
ついて検討することを目的とした。 
 
（４）タイムシフトへの効果的な対応方法とされている Therapeutic lying（治療のための嘘）
の使用実態や効果、有害事象を明らかにし、それを元に治療的な嘘を適切かつ効果的に用いた支
援方法を確立することを目的とした。 
 
（５）これまでの調査により、外国人介護士（外国人介護人材）による認知症ケアに関しては、
外国人介護士向けの教育・研修プログラムの必要性が示唆されていた。そのため、留学生が多く
在籍する介護福祉士養成校において、医療における模擬患者（simulated patient）の応用とし
て、地域住民の協力による模擬利用者の参加を得て、学内模擬デイサービスを行った。そして、
それに対する学生の不安感や、実施後の満足度、自己効力感への効果について検証を行うことを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）データベース（医中誌、CiNii、PubMed）に 2020 年 10 月までに登録された、認知症や
外国人介護士に関連するキーワードを含む文献（113 篇）の精査を行い、対象となった文献につ
いて目的にそって分析を行った。 
 
（２）データベース（PubMed, The Cochrane Database of Systematic Reviews）に 2021 年 11
月までに登録された、認知症や、BPSD、 COVID-19 に関連するキーワードを含む文献（48 件）



を精査し、5 件の研究が分析対象となった。 
 
（３）認知症の人を介護している家族 323 名を対象に Web 調査を行った。認知症である本人の
基本情報（年齢、性別、続柄、要介護度、認知症のタイプ）、タイムシフトの有無や内容につい
てデータを収集した。収集したデータは、ロジスティック回帰分析により、タイムシフトの生起
と他の説明変数との関連性を検討した。 
 
（４）家族介護者 331 名を対象に、認知症の人と介護者の基本属性、Therapeutic lying の使用
の有無や内容、頻度、効果、有害事象の有無について調査を行った。 
 
（５）A 短期大学部介護福祉学科 1 年生 57 名が対象で、47 名が留学生、10 名が日本人学生で
あった。模擬デイサービスを含む 6 日間の学内実習を実施し、事前の学内実習に対する不安感
等に関する 5 件法の質問紙調査と、事後の満足度に関する 5 件法の質問紙調査、また前後に一
般性セルフエフィカシー尺度（GSES）による調査を実施した。GSES は、実習前後における総
得点と下位因子得点に差があるかを検証するため、paired t 検定を行った。 
 
４．研究成果 
（１）分析対象となった研究（12 篇）の内訳は、量的研究が 7 篇、質的研究が 4 篇、混合研究
法が 1 篇であった。全般的に外国人介護士の存在価値は高く評価されていた。その上で認知症
に対する考え方が現在の科学的知見と異なっていたり、直感的・経験的にケアを行う傾向が示さ
れた。ニーズとして、認知症の人を介護することが介護負担につながっていたが、介護技術の習
得について長期的には高い評価を得ており、今後、各国の特徴を把握した上で、外国人介護士向
けの認知症ケアに関する研修プログラムや支援策を検討することの必要性が示唆された。 
 
（２）パンデミック下において、①BPSD の悪化または新規発症がみられる、②その中でも、長
期の隔離によるアパシー、不安、興奮が多い、③対応としては、本人と介護者への心理教育的・
心理社会的介入の有効性が期待されるが、コロナ禍という現実的な制約によって薬物療法への
依存が強まっている、④遠隔支援、アシスティブ・テクノロジーの活用などの効果については結
論が出ていない、ということがわかった。 
 
（３）認知症の人の平均年齢は 83.9（±8.98）歳で、うち 66.6％は女性であった。42.4％はアル
ツハイマー型認知症（AD）であり、残りの 57.6％は他の認知症（血管性認知症やレビー小体型
認知症など）であった。家族介護者のうち、47.1％が介護している認知症の人にタイムシフトが
あると回答した。このうち、27.6％が毎日タイムシフトを目にしていると報告した。また Table 
1 に示したように、ロジスティック回帰分析からは、他のタイプの認知症よりも AD ではタイム
シフトが多く見られることが示された。これは、AD に見られる記憶障害のためと考えられた。
また、要介護度が高い人ほどタイムシフトしやすく、これは認知機能障害が要介護度に影響して
いるためと考えられた。さらに、若年の人ほどタイムシフトしやすいという結果が得られ、若年
発症の AD の方がより進行が速いということと関係するのではないかと考えられた（Arai et al., 
2001）。 
 

 
（４）認知症の人に嘘をついたことがあると回答した人が 89.2％、それによりうまくいくこと
があると回答した人が 94.1％、問題が起こることがあると回答した人が 32.6％であった。また、
Therapeutic lying でうまくことが多いのは、要介護者に BPSD が多い場合であり、Therapeutic 
lying を使うと問題が起こりやすいのは、介護者が 65 歳未満の場合や、介護者が男性の場合、



要介護者がタイムシフトしていない認知症の人の場合であることが示唆された。 
 
（５）実習前に 54.4％の学生が不安感をもっていたが、実習後には 91.1％が満足感を得たこと
がわかった。また Table 2 のように、自己効力感の尺度の下位因子である「能力の社会的位置づ
け」の得点が、実習後に向上する傾向がみられた (p=.0994）。 
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